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「スマートシティ会津若松」の主な経過

2011 2021

◆デジタル田園
都市国家構想の推進

●1993年
ICT専門大学 会津大学 開学

●2011年
東日本大震災 発生

●2013年
スマートシティを施政方針
に掲げる

●2015年
会津若松＋（都市OS）整備

●2019年

スマートシティAiCT 開設

●2021年6月
（一社）AiCTコンソーシアム設立
⇒地域マネジメント候補法人整備

●2021年8月
スマートシティAiCT満室に
⇒首都圏等企業が計36社入居

2022

●2022年6月
デジタル田園都市国家構想推進
交付金 Type3に採択
⇒データ連携基盤による分野間連
携したデジタルサービス実装を目指す

●2022年4月
市・会津大学・AiCTコンソーシアムの
3者において、「スマートシティ会津若
松」の推進に関する基本協定を締結

●2017年

「第7次総合計画」策定
⇒スマートシティをまちづく
りのコンセプトに位置づけ

◆東日本大震災からの復興

◆会津大学の存在

2023

●1967年
富士通半導体工場 設立
会津地方市町村電子計算機管理運営
協議会を設置

●2021年12月
岸田総理大臣 視察
⇒「会津若松市の取組を全国で共有する」
といった先進事例としての評価



スマートシティ会津若松のビジョンと全体概要
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都市OS「会津若松＋」

API

API

パーソナルデータ

市オープンデータ
提供基盤

「DATA for CITIZEN」

市データ連携用
セキュアDB

民間企業
保有データ

会津若松市が中心となり整備した
デジタル情報プラットフォーム

パーソナライズ
されたサービス

➢ 会津若松市では、様々な分野でICTを活用した取組を推進
➢ 核となる都市OSを通して、市民のオプトインによりパーソナライズされたサービスを提供することが重要であると捉えている。
➢ 一方で、都市OSのみではスマートシティは成り立たないことから、企業の集積、大学との連携、市民理解の促進などにも注力している。

エネルギーヘルスケア教育 農業決済モビリティ 観光 ものづくり 防災 行政 インフラ

etc.

企業間の密な連携

・首都圏企業や地元企業が一つ
のバーチャルカンパニーのように密に
連携してスマートシティを推進

会津大学との連携

・先端技術を活用するにあたっての
助言・技術協力等をするとともに、
アナリティクス人材等を育成

市民理解、積極的な関与

・誰もが住みやすいまちづくりを目
指し、市民の理解や積極的な関
与を目指す

市役所内の人材配置

・SE・プログラマー級のスキルをもつ
職員を抱え、庁内横断でスマート
シティを推進

etc.

オプトインによる
データ提供



デジ田TYPE３

「スマートシティ会津若松」に関する視察

スマートシティ・ガイドブック

→年間の視察・講演

2021年度：167件

2022年度：203件

(2022年10月より有料化）

2023年度：175件

←岸田総理視察の様子
（2021年12月4日）

→国内のスマートシティの先行事例として、国のスマートシティの導入
書に本市の取組が多数掲載

国内のスマートシティ10選

出典）FUTURE STRIDE
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「スマートシティ会津若松」の注目度

→民間企業が
選ぶ国内のスマ
ートシティ事例
10選に

3年連続で
TYPE３に採択



【参考】「地方行政」室井市長のインタビュー↓↓
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https://publab.jp/2025/01/29/6
782/

分かりやすく
まとまって
います！

https://publab.jp/2025/01/29/6782/
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■年1,000人以上のペースで人口が減少

市の人口のピーク

137,065人
（1995年）

現状

108,900人
（2026年2月1日）

(people)

20歳代未満～20歳代の
転出超過人数の合計

437人 (2024年)
転出超過合計 490人

■20歳代までの転出超過が際立って多い

地域活力の低下

雇用の減少

医療・福祉
費用の増大

税収の減少

労働力の減少

悪循環

サービス
利用者の減少

将来に向けて持続力と回復力のある力強い地域社会と、安心して快適に暮らすことのできるまちづくりを進めるため、
健康や福祉、防災、地域経済、エネルギーなど、生活に関わる多くの分野で、ICTやデジタルを活用した取組を推進。

「スマートシティ会津若松」（2013年～）

まちを維持していくにはどのようにしたら良いか？地域の強み 取組のきっかけ

1993年ICT専門大学
「会津大学」開学
優秀なデジタル人材を育
成・輩出

2011年東日大震災
直接的な被害は少なかった
ものの風評被害が長期的に
続く、震災からの復興が急務

会津若松の現状と課題

8魅力的なしごとづくり 快適で安全・安心な暮らしの実現 データ等によるまちの見える化



主な取組① 「魅力的なしごとづくり」
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オフィス環境の整備 農業でのデータ利活用

デジタル未来アート展

• 市外のICT関連企業等の機能移転推進

• 地域のDX推進やデジタルを活用する場づくり



主な取組② 「快適で安全・安心な暮らしの実現」
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• 快適な行政手続き

• 地域企業にやさしく便利な決済手段

• 健康情報の自己把握・気軽に相談できる環境

簡単・迅速な行政手続き

健康情報の統合表示、
オンライン診療

地域企業にやさしい
キャッシュレス決済



主な取組③ 「データ等によるまちの見える化」
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• オープンデータ推進等によるまちの情報の還元

• まちの状態を可視化し、効果的・効率的に行政を運営

高齢者の人口密度等を
バス運行経路の検討に活用

子連れおでかけのおすすめスポットを
位置情報付きでオープンデータ化

空白地域

（密度が薄く、散在）

除雪車の位置・稼働
状況をお知らせ



（参考）地方創生と「スマートシティ会津若松」

• 第７次総合計画に基づく事業や取組を「スマートシティ会津若松」の視点で整理した
「第３期会津若松市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を令和６年３月に策定。

• この戦略に基づき、国が普及を進める地域幸福度（Well-Being）指標を、事業効果の検証のための
ツールの一つとして活用し、市民一人ひとりに「暮らし続けたい」と思っていただけるまちづくりに取り組む。

本市の「地域幸福度指標」の現状（令和５年度全国調査）
出典：（一社）スマートシティ・インスティテュート https://sci-japan.or.jp/LWCI/index.html
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「デジタル生活」指標
の乖離が大きい



スマートシティ会津若松推進指針 （2024年３月～）

＜人間中心＞

１.地域に関わる人々が望み、持続可能な社会実現に向けた取り組みを推進すること

２.全ての利用者がサービスを享受でき、あらゆる主体が参画する共助型スマートシティの実現を目指すこと

＜DXの基本的な考え方＞

３.非競争領域を地域の共有財産とするなど、三方良しの原則でデザインすること

４.徹底したオプトイン（本人同意）により個人情報を保護し、プライバシーを確保すること

５.生活圏単位への拡大や他地域への展開・連携を意識して推進すること

＜サービスに必要な要件＞

６.デジタルを活用した新たな公共・ガバナンスを構築し、市民の十分な理解と信頼を得るべく、透明性を担保すること

７.データ連携基盤を通じたサービス連携を遵守し、標準化の取り組みと連携して他地域との相互運用を図ること

８.サービスの安全性の確保、災害等の非常事態における継続性等の観点から、適切なセキュリティ、強靭性を確保すること

＜持続可能性の確保＞

９.産学官がよく連携し、新しい地域運営モデルを確立し、ビジネスとして持続可能な自立化を図ること

10.サービスの開発・運営を通じて、地元企業に技術やノウハウを残すとともに、デジタル人材を地域で育成・維持すること
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※第３期会津若松市まち・ひと・しごと創生総合戦略より



「スマートシティ会津若松」における個人情報の取扱いについて

「スマートシティ会津若松」における個人情報データの取り扱いは、
事前に本人の同意を得る「オプトイン型」

個人情報の流出や
改ざんは心配ない？

自分が知らないところで勝手
に情報が出回ってない？

規定面・技術面の対策

◆個人情報保護法など関係法令等に基づき、個人情報を適切に

管理・運用

◆暗号化など、適切なセキュリティ対策の実施

「オプトイン型」のデータ利活用

◆取得・活用するデータの種類、利用目的、利用先等を明示し、
利用者の同意を得てから、データの取得・活用を行う「オプトイン型」
のデータ利活用

市民の疑問・不安
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市民オプトインを起点とした「三方良し」の地域社会の実現
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サービス利用の
ためのID登録

大企業がユーザー利便性を追求した新たなネットサービスを構築・展開し大量のユーザーを確保することで成長する、人間の欲求を基本とする
二方良しビジネスモデルから、市民による地域へのオプトインに基づくデータ提供を起点とし、地域・市民・企業にメリット・納得感がある『三方
良し』の考え方をベースとした、地域社会の実現を目指す。

ディープ地域データ
提供

地域のための
新たなデジタル
サービスの提供

提供したデータに
よりパーソナライズ
されたサービス提供

オプトイン(信託)
によるデータ提供

市民の主体的な
同意による参画

デジタル時代の安心
かつ

便利な生活

医療

教育

交通・観光

etc

地域へ入り込む
ビジネスモデル
Responsible
Business

金融・保険

二方良し社会（As-Is） 三方良し社会（To-Be）

企業独自プラットフォーム

営利目的のデータ活用

国
メガ銀行
・決済

ユーザー

利便性追求

大企業 市民 企業

広告
（レコメンド）

加盟店参加
使用料

デファクト/
PFの優位性

ネット企業

GAFAに代表される
大手一極集中モデル

地域企業

コミュニティ

市役所

会津大学

地域一丸となって

地域持続性を実現する

新しい社会モデル

都市OS
地域による
地域のための

地域データの活用

地域

旅館・ホテル

大手の下請けモデル

地域・中小企業

店舗・商店 交通・観光
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（参考）地域のみんなが使ってうれしい デジタル地域通貨「会津コイン」

「低手数料」、「即時現金化」、「データを地域に残す」を叶える
デジタル地域通貨「会津コイン」を令和5年3月に実装

数多くの金融機関と
紐づけ可能

地域マネジメント法人
AiCTコンソーシアムで整備・運営
（みずほ銀行、TISなど）
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「スマートシティ会津若松」の推進に関する基本協定の締結

３者が相互に連携して「スマートシティ会津若松」の取組を推進し、
将来にわたって持続力と回復力のある力強い地域社会と、
安心して暮らすことのできるまちづくりを進める。

（一社）
AiCTコンソーシアム

公立大学法人会津大学
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「スマートシティ会津若松」の推進に関する
基本協定締結（２０２２年４月２０日）



“共助型”のスマートシティ推進体制の必要性

地域全体のDXプロジェクトであるスマートシティ会津若松の推進のためには、自治体主導型でも民間主導型でもなく、公
共性とビジネス継続性の双方のバランスを取りながら進めていくことが重要であるとの認識のもと、AiCTコンソーシアム、
会津大学と「スマートシティ会津若松の推進に関する基本協定」を締結し、官民連携により取り組みを推進。

自治体主導型
(公助モデル)

地域マネジメント法人主導型SC
(共助モデル)

市
民
の
オ
プ
ト
イ
ン(

信
託)

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
持
続
性

自治体主導型は市民からの信頼を得やすい
一方で、補助金により必ずしも効率的でない
事業が延命されてしまう側面を有する

官民連携型の地域マネジメント法人がスマー
トシティの中心的役割を担うことで、公共性と
ビジネスの双方を成立させて推進

市民

行政

情報提供

市民

行政

補助￥￥￥ ￥￥

市民

行政

地域マネジメント法人

情報提供情報展開

情報管理確認

地域マネジメント法人

自治体は公的機関
として市民から一定
の信頼を得ているた
め、比較的市民か
らの情報提供を受
け取りやすい

市民への情報展開
の仕組や市による
適切な情報管理確
認機能等を予め体
制に組み込むことで
市民から信頼され
た組織を構築可能

個別の事業セグメン
トの枠を超え、事業
ポートフォリオ全体
でバランスを取った
うえで、地域に必要
な事業を実施

民間主導型
(自助モデル)

トロント市におけるスマートシティプロジェクトか
らのGoogle関連企業の撤退に代表されるよ
うに、市民からの信頼を得ることは難しい

モビリティ

エネルギー

ヘルスケア

防災

地域通貨

教育

市民

民間企業

GAFA 等に代 表さ
れるようなプラットフ
ォームにデータが利
用される懸念から、
市民からの信頼が
必要となる情報の
提供は進みづらい

利益創出を第一義
とする民間企業主
導での事業推進で
は、安定したビジネ
スモデルが構築され
る一方で不採算事
業は実施されない

公共サービスの提供
は平等原則に基づ
いて実施される必
要があるため、必ず
しも最適な事業に
公費が投入される
とは限らない

(一社)AiCTコンソーシアム

スマートシティの実行を想定し、
2021年６月に設立
AiCT入居企業、首都圏等企業、
地元企業等約100者で構成

基本協定に基づき、「スマー
トシティ会津若松」の実行役
として取組を推進
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（参考）行政主導の協議会から民間主導のコンソーシアムへ
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• 平成24年の設立以降、実質的に行政主導でスマートシティ推進の中心を担ってきた「会津地域スマートシティ推進協議会」が解散。
• 今後は、令和3年に設立された民間主導の地域マネジメント法人「一般社団法人AiCTコンソーシアム」がスマートシティの中核を担う。

・
会
員
の
大
半
が
加
入

・
協
議
会
は
発
展
的
に
解
散

会津地域スマートシティ推進協議会
（平成24年5月～令和5年12月、会員数25社）

運 営
• 事務局：会津若松市
• 財源：大半は自治体負担金（会費無し）

実施事業

• サテライトオフィス誘致
• デジタル情報プラットフォーム「会津若松＋」
• デジタルDMO「VISIT AIZU] など

→スマートシティの礎を築く主要事業を実施

• 産学官連携の組織ではあるものの、実質、行政主導にな
っており、公費負担が増大

• 法人格を有さず、個人情報を取り扱う都市OSやサービス
の運営はリスクが大きい

ポイント

一般社団法人AiCTコンソーシアム
（令和3年6月～、会員数91社 ※R5.9.1現在）

• 事務局：民間企業
• 財源：会費、自己投資、サービス利用料

※一部に市からの補助金

• 都市OS「会津若松＋」の運営
• デジタル田園都市国家構関連などの各分野のデジタルサ

ービスの提供 など

→民間主導の新たなスマートシティの中核組織

• 事業全体でバランスを取ったうえで、公共性とビジネスを
両立させて持続的にサービスを提供

• 専任事務局を有するとともに、責任体制を整えてサービ
ス運営が可能



市役所とAiCTコンソーシアムとの連携強化の取組

21

本部会議

幹事会

事務局（スマートシティ推進室）

各部局副部長職員で構成

市長、副市長及び各部局部長級職員で構成

AiCTコンソーシアム

理事会

PMO

地方創生・人口ビジョン対策に係る総合的
な施策の企画及び推進、情報共有及び
連絡調整等を所掌

本市に立地するAiCTコンソーシアムの能力・リソースを最大限活用し、スマートシティ会津若松の取組のより一層の
発展につなげるため、庁内各部局とAiCTコンソーシアムとの意思疎通の機会を増やし、各部局の事情に応じた適切な
協働関係の構築を目指す。（2024年５月～）

分野別ワーキンググループ

・ ヘルスケアWG ・ 防災WG
・ データ利活用WG ・ ものづくりWG
・ エネルギーＷＧ ・ 教育ＷＧ
・ 食・農業ＷＧ ・ 観光ＷＧ
・ 行政ＷＧ ・ 決済ＷＧ
・ モビリティＷＧ
・ サーキュラーエコノミーWG
・ API-WG ・ コミュニケーションＷＧ

月１回程度
WGを選定し
意見交換

市長が各WGと
意見交換、各
WG・理事会に
事務局が同席

地方創生・人口ビジョン対策本部

週１回情報共有



市役所内部でのデジタル人材育成・体制整備 （2025年度時点）

22

ICT人材の育成・配置

ICTに詳しい人材を各部に配置

庁内ＩＴ・ｄX推進リーダーを配置(2003～)

情報化人材登録制度(2012～)

全職員対象「情報ｾｷｭﾘﾃｨ理解度ﾁｪｯｸ」(2009~)

各所属内の情報化の中心的な存在となり、ICT機器・
ネットワークの維持管理、セキュリティポリシーの遵守など
の役割を担う。

年1回、情報セキュリティ理解度チェックを実施。
理解度50点未満は補習。未実施はパソコン利用停止。

情報統計課でシステム運用管理（SE、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ級）を
経験した職員が各部に配置。

情報リテラシー、情報セキュリティ対策のスキルを備えた
人材を登録。ICT活用による行政事務の高度化、効率
化を目指す。情報処理技術者試験(国家試験)の合格
が登録要件。

「ICT人材の育成と各部への配置」や、「庁内の横連携・情報共有を図るための

組織づくり」を推進 ⇒ ICT関連業務に対応できる体制を強化

窓口サービスＤＸチーム

統合ＧＩＳ活用検討チーム

新庁舎の窓口業務等のDXに向けた検討を行う。

ＧＩＳ活用による台帳・情報管理や政策形成の検討を行う。

情報化・ｄX推進本部 直轄
検討チーム(2013～)

情報化・ｄＸ政策の推進に係る事項を調査・研究するチーム

情報化人材登録者のインセンティブ
☆ICTの活用に関する権限の付与
・情報システムの設定変更等を可能とするアクセス権限
・ICT活用の調査研究でのPC使用権限（所属長の許可必要）
・その他情報統計課長が必要と認める権限

☆自己啓発の奨励及び自主研修の支援
・情報化セミナー参加等への旅費支給など

※情報関連業務担当職員の登録推奨

担当業務の
制限なく
参加可能
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「スマートシティ会津若松」の地域での推進体制

地
域
企
業
等

スマートシティ会津若松

共創会議
地域業界団体等

AiCTコンソーシアム
入居企業・地域企業等

会津若松市
市役所・市議会

市民

サービス利用者（市民、通勤・通学者、旅行者、出張者など）

研究成果・大学発ベンチャー

方針決定・市民理解促進
協力

サービス提供・運営ほか

オープンイノベーション・

人材育成・先端研究

人材育成

助言

アドバイザー
有識者

連携・協力

説明
パブコメ等

人材育成

委嘱 委嘱

助言

委嘱

評価

（オプトインに基づく）

サービス提供

（オプトインに基づく）

サービス提供

協力

参画等

スマートシティサポーター
デジタルサービスを積極的に利用する市民・団体

協力

指針・指示・
（必要に応じて）

是正措置等

協力

連携

アーキテクト会議
大学・AiCTコンソーシアム

（事務局：市）

企画・推進
顧問

商工会議所

参画



スマートシティサポーターについて

• あいべあの活動「スマサポ・メールマガジン」へ登録していただいた方を「スマートシティサポーター」として登録し、
デジタルサービスの体験会や意見交換会などの情報を積極的に配信。

• サポーターの皆様が情報共有や意見交換をできる電子掲示板「スマサポ・交流サロン」を試行中。

スマートシティに関する説明や意見
交換をはじめ、今後、市や企業から
の新しいサービスに関する情報を
いち早くお送りし、体験する機会や
ご意見をいただく機会を設けます！

「あいべあ」で運用中です。
ぜひご登録ください！→ 24



No 団体名

1

構
成
団
体

公益財団法人会津若松医師会

2 一般社団法人会津若松歯科医師会

3 一般社団法人会津薬剤師会

4 会津若松商工会議所

5 会津若松市商店街連合会

6 会津若松市金融団

7 一般財団法人会津若松観光ビューロー

8 会津東山温泉観光協会

9 芦ノ牧温泉観光協会

10 会津若松旅館ホテル組合

11 公益社団法人福島県バス協会

12 一般社団法人福島県タクシー協会会津支部

13 会津よつば農業協同組合

14 会津産業ネットワークフォーラム

15 公益社団法人会津若松法人会

16 福島県中小企業家同友会 会津支部

17 会津若松市

No 団体名

1

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

福島県会津地方振興局

2 公立大学法人会津大学

3 一般社団法人AiCTコンソーシアム

4 株式会社AiYUMU

5 会津若松税務署

「スマートシティ会津若松共創会議」構成団体

スマートシティ会津若松共創会議（令和4年10月31日開催）
25



目次

１．「スマートシティ会津若松」の概要

２．地方創生と「スマートシティ会津若松」

３．産学官連携と自治体の役割

４．スマートシティ会津若松の取組事例
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令和３年度補正デジタル田園都市国家構想推進交付金事業

27
「需給マッチングサービス」

食農業分野

「地域課題解決型デジタル地域通貨」

決済分野

「産業観光を起点とした観光DX」

元気に営業中

満員御礼

L.O.終了

営業時間外

観光分野

「つなげるデータ医療」
「つながる遠隔医療」

ヘルスケア分野

「位置情報を活用したデジタル防災」

防災分野

「“書かない”行政手続ナビ」

補填

行政分野



令和４年度補正デジタル田園都市国家構想交付金事業

デジタルクーポン・ポイントサービスによる商店街・店舗DX

マイナンバーカード
認証

購買行動
データ

お財布アプリ「会津財布」で自身の属性や買い物習慣
に合った情報やクーポン・ポイントを受けられる

市内在住者などにターゲティン
グしてクーポン等を発行可能

会津財布

効果的な
インセンティブ施策

が可能

施策に活用
店舗情報配信

市民

商店街・店舗

認証によりパーソナライズされ
たクーポン特典を受けられる

クーポン等付与を
ターゲティング可能に

個店による固定客確保施策などにも応用可能

情報もクーポンも
ポイントも、

一つにまとまって
買い物が楽しく

便利に

連動

認証情報

パーソナライズ
クーポン

パーソナライズ
地域・店舗情報

環境価値の地域循環サービス

購入提供

③ 市内企業がクレジット購入② 国が認証する制度によりJクレジット化

電力
測定器 発電・消費

電力DB

環境価値

環境価値の地産地消による
地域ゼロカーボンへの貢献

電力見える化アプリ
（Life＋Developer）

地域通貨アプリ
（会津財布）

環境価値取引
プラットフォーム

Jクレジット

データ
連携基盤

支払

現金地域通貨

受取

クレジットに変換

① 対象世帯の環境価値を顕在化＆電力見える化

⑤ データ連携基盤連携による地域通貨での受取り ④ 現金等によるJクレジット対価の支払い

地域通貨に変換
カードで
本人確認
して受取

カードで
ログイン

マイナンバー
カード

28
簡単＆迅速なデジタル行政手続

給付対象市民

窓口予約

行政手続申請

デジタル給付

マイナンバーカードを
利用したワンストップ申請

マイナンバーカード
をキーとして
申請情報を

データ連携基盤を
通じて連携

手続完了後に
自動で

デジタル給付

来庁が必要な
場合にスムーズ
な予約案内
or

オンライン面談

会津コイン（決済基盤）を活用し

たサービス連携

会津コイン

会津コイン

会津コイン

行政分野

エネルギー分野

地域活性化分野



令和５年度補正デジタル田園都市国家構想交付金事業

デジタルクーポン・ポイントサービスによる商店街・店舗DX

マイナンバーカード
認証

購買行動
データ

お財布アプリ「会津財布」で自身の属性や買い物習慣
に合った情報やクーポン・ポイントを受けられる

市内在住者などにターゲティン
グしてクーポン等を発行可能

会津財布

効果的な
インセンティブ施策

が可能

施策に活用
店舗情報配信

市民

商店街・店舗

認証によりパーソナライズされ
たクーポン特典を受けられる

クーポン等付与を
ターゲティング可能に

個店による固定客確保施策などにも応用可能

情報もクーポンも
ポイントも、

一つにまとまって
買い物が楽しく

便利に

連動

認証情報

パーソナライズ
クーポン

パーソナライズ
地域・店舗情報

環境価値の地域循環サービス

購入提供

③ 市内企業がクレジット購入② 国が認証する制度によりJクレジット化

電力
測定器 発電・消費

電力DB

環境価値

環境価値の地産地消による
地域ゼロカーボンへの貢献

電力見える化アプリ
（Life＋Developer）

地域通貨アプリ
（会津財布）

環境価値取引
プラットフォーム

Jクレジット

データ
連携基盤

支払

現金地域通貨

受取

クレジットに変換

① 対象世帯の環境価値を顕在化＆電力見える化

⑤ データ連携基盤連携による地域通貨での受取り ④ 現金等によるJクレジット対価の支払い

地域通貨に変換
カードで
本人確認
して受取

カードで
ログイン

マイナンバー
カード
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簡単＆迅速なデジタル行政手続

給付対象市民

窓口予約

行政手続申請

デジタル給付

マイナンバーカードを
利用したワンストップ申請

マイナンバーカード
をキーとして
申請情報を

データ連携基盤を
通じて連携

手続完了後に
自動で

デジタル給付

来庁が必要な
場合にスムーズ
な予約案内
or

オンライン面談

会津コイン（決済基盤）を活用し

たサービス連携

会津コイン

会津コイン

会津コイン

行政分野

エネルギー分野

地域活性化分野



市民・利用者
目線での、改善案・提案

地域で
解決した
い課題

データ連携基盤/都市OS

Decidim
（合意形成プラットフォーム）

ID連携済 ID連携

開発
ｻｰﾋﾞｽ提供

市民
利用者

企画・検討内容の提示/
意見を踏まえた
改善案・実装

活動ｺﾐｭﾆﾃｨ：600超

コミュニティ活動の中
で見えてくる、地域の
課題、問題意識

コミュニティ活動を通
じたデジタルサービス
の利用・普及

課題を解決する
サービスの企
画・検討

サービス開発・
改善の好循環

コミュニティ
活性化

利用促進の
好循環

市側の取組

「あいべあ」の改修

AiCTコンソーシアム側の取組

AiCTコンソーシアムDecidim「わたしとAiCT」

←詳細は市HPか
ら確認できます

←詳細は会津
若松プラスから
確認できます

30

地域内コミュニケーションDXサービス

令和６年度デジタル田園都市国家構想交付金事業

コミュニケーション分野



交通チケット・予約

クーポン

バス
チケット

店CP

店CP 店CP

グループ化配信

クーポン配信

お酒が美味しい店を
見つけたよ。今日はバ
スで出かけてみよう！

現状の課題

・人口が減少するなか、公共交通を
持続していくことが難しい

・利用者が車を持たない高齢者や
高校生など固定化してしまっている

・通院や通学など、利用形態も限定
的となっている

・便利なデマンドバスがあるのに認知
度が上がらない

新規需要掘り起こし

都
市O

S

AIエンゲージメント機能

その人にあったクー
ポンや交通チケットを
まとめておすすめ

駐車場
混雑情報満 混 空

今日は駐車場が混
んでるね。バスで行く

ことにしよう！

ｻｰﾋﾞｽ間の相互送客

Web

駐車場混雑情報の表示店舗の割引・特典クーポンとMyRideどこでもバス割引クーポンの一体配信

←会津財布アプリ
からクーポンの確認、
取得ができます

←11月中旬から
順次配布している
チラシ

↑会津バスHP
から詳細が確
認できます

竹田綜合病院のHPから確認できます→
31

需要を掘り起こす移動×目的一体提供サービスモビリティ分野

令和６年度デジタル田園都市国家構想交付金事業

http://tabidoki.jrnets.co.jp/e07/spot/3911.html


（参考）地域課題解決型先端サービス実装化支援事業の概要

32

補助金に
よる支援

本市への進出企業が地元団体等と連携して行うサービスの実装や、地元団体等による進出企業が提供するサービスの導入に補
助金を交付することで、地域の課題解決や経済の活性化等を促進します。

・・・

先端技術

進出企業

商店街活性化

子育て支援 ・・・

地元企業・団体

ICT・デジタル AIIoT

ロボット ドローンブロックチェーン

コンソーシアム等

農家所得向上

自主防災 ごみ減量 介護支援

脱炭素化

地域課題解決に向け
た

先端サービスの
実装化

地域課題解決に向け
た

先端サービスの
導入

会津若松市



（参考）スマートシティ会津若松共創会議でのネットワーキング
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地域内での活動事例の共有や異業種交流、マッチングなどの機会を創出（2024/07/25 AiCT交流棟にて）
https://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/docs/2022111000012/

地域企業・団体等との連携事例を共有（令和5年度 地域企業等支援型 補助対象事業）

補助対象事業者（連携事業者） 事業名

会津若松市商店街連合会
（TIS株式会社）

会津コインを活用したデジタル版！會津商人魂

特定非営利活動法人会津エンジン
（TOPPANデジタル株式会社ほか）

学校と地域をつなぐ教育支援マッチングサービスによる子供
たちに多様な学習機会を提供

一般社団法人会津若松歯科医師会
（パナソニック株式会社）

歯科健診へのスクリーニング技術導入に向けての検証事業

おうち型デイ連絡会
（SOMPOホールディングス株式会社）

介護サービス事業所と利用者・家族をデジタルでつなぐ

（看護）小規模多機能型居宅介護で暮らし
を支える会
（SOMPOホールディングス株式会社）

「記録とコミュニケーションのデジタル化でご利用者の暮らしを
切れ目なく支える事業」

補助対象事業者（連携事業者） 事業名

SOMPOホールディングス株式会社
（一般財団法人竹田健康財団ほか）

『会津 未来の在宅ケア』記録データを活用した介護事業
所の空き状況可視化サービスの提供

株式会社みずほ銀行
（株式会社シンク）

web3等先端技術を用いた会津清酒の消費拡大事業

TOPPANデジタル株式会社
（NPO法人会津エンジンほか）

『会津 未来のまちの学校』
～学校と地域をつなぐ教育支援マッチング事業～

三井住友海上火災保険株式会社
（株式会社デザイニウムほか）

ドライブレコーダーを活用した除雪サポート事業

進出企業との連携事例を共有（令和5年度 進出企業支援型 補助対象事業）

市HPで公開
しています



https://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/docs/2013101500018/

（参考）市公式WEBサイトで情報公開しています！

34

↑ 市公式WEBサイト
トップページにバナーがあります。

https://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/docs/2013101500018/
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な
ま
ち
で
あ
り
た
い

そ
れ
は
、
今
よ
り
も
便
利
な
暮
ら
し
が
で
き
て
、

魅
力
的
な
働
く
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

「
未
来
の
会
津
若
松
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

誰
も
が
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津
若
松
」
の
取
組
を

着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。


